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一般会計 収入
68億3,025万円

会  計  名 歳入額 歳出額 差引額
一般会計 68億3,025万円 64億3,515万円 3億9,510万円

特
別
会
計

国民健康保険 5億3,109万円 5億2,554万円 555万円

農業集落排水処理施設事業 1億8,055万円 1億245万円 7,810万円

土地取得 24万円 24万円 0円

介護保険
保険事業勘定 4億8,470万円 4億6,800万円 1,670万円

サービス事業勘定 116万円 91万円 25万円
後期高齢者医療 8,899万円 8,894万円 5万円

歳入81億円
歳出76億円を検証

令和4年度決算

一般会計
特別会計

会計別の決算状況

　9月定例会は、1日に招集され、20日までの20日間の会期で開かれました。
　招集日には、条例改正1件、補正予算3件、令和4年度の決算認定6件の計10議案が提出されました。
　最終日には、人事案件2件、議員提出の条例制定1件、意見書3件が追加提出され、いずれも原案の
とおり可決・認定・同意・採択しました。
　一般質問は、会期14日目（9月14日）に9人が当面する村政の問題を質問しました。

■   9月定例会のあらまし ■  

村税
43億5,943万円

村税の内訳
村 民 税 7億9,319万円
〈内訳〉 個人 2億9,861万円

法人 4億9,458万円
固定資産税 34億5,000万円
村たばこ税 9,196万円
そ の 他 税 2,428万円

地方譲与税
2億3,130万円

繰入金　4億2,659万円 その他　1億8,393万円

法人事業税交付金
1億181万円

地方消費税交付金
2億2,146万円

使用料及び手数料
5,800万円	

国庫支出金
4億1,519万円

県支出金
1億8,435万円

繰越金
6億4,819万円
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一般会計 支出
64億3,515万円

議会費　9,272万円

総務費
9億5,321万円

民生費
10億8,441万円

衛生費
6億995万円

農林水産業費
3億3,398万円

商工費　4,332万円

土木費
6億8,319万円

消防費
3億8,653万円

公債費（借金返済）
747万円

諸支出金（積立金ほか）
4億5,798万円

教育費
17億8,239万円

物価高騰対策事業（総務費）
約1,733万円

村内世帯を対象に、額面1万円の商品券を交付し
ました。

梅之郷一時避難所建設工事（土木費）
約3億2,525万円（令和4年度分）

梅之郷地区において、避難所を建設しました。
（令和4年8月から供用開始）

飛島聖苑火葬炉改修工事・
遺体冷蔵庫等購入（衛生費）

約4,906万円
飛島聖苑の火葬炉を大型炉に改修し、遺体冷蔵庫等
を購入しました。

＊一般会計歳出額64億3,515万円を住民（4,638人）1人当たりにすると、138万7,485円

中央公民館等
大規模改修工事
（教育費）
約11億8,800万円
中央公民館および
ホールの長寿命化を
図るため、大規模改
修工事を行いました。

みほん



一
般
会
計

質 

疑
県
派
遣
職
員
給
与
等

負
担
金

問　

今
後
は
派
遣
を
な
く
す
方
向

で
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
、
な
く
す
方
向

で
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

増
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る

の
か
。

答　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
増
え
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る

効
果
は
。

答　

犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
警
察
か
ら
は
結

果
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
て

い
な
い
。

飛
島
バ
ス
法
定
協
議
会

補
助
金

問　

補
助
金
が
減
少
し
た
理
由

は
。

答　

乗
客
が
前
年
度
よ
り
増
加
し

た
た
め
補
助
金
が
減
少
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

問　

前
年
度
に
比
べ
補
助
金
が
増

加
し
た
理
由
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
等
で
中
止
し
て
い
た

事
業
が
徐
々
に
再
開
し
た
た
め
。

ふ
れ
あ
い
温
泉

問　

清
掃
業
務
の
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。

答　

全
体
的
な
清
掃
は
敬
老
セ
ン

タ
ー
を
含
め
た
建
物
全
体
で

行
っ
て
お
り
、
簡
易
清
掃
は
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
。

遺
体
冷
蔵
庫
購
入

（
飛
島
聖
苑
）

問　

ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
用
す

る
想
定
な
の
か
。

答　

ご
遺
体
を
自
宅
等
に
て
安

置
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
等

を
想
定
し
て
い
る

温
水
プ
ー
ル
管
理
運
営
委
託

問　

予
算
よ
り
大
幅
に
安
く
な
っ

た
が
、管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　

完
了
届
時
に
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
費
無

料
等
、
子
育
て
や
お
年
寄
り
へ
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

住
民
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
も
っ

と
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
立
場
か

ら
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

鈴
木　

康
祐
議
員

　
「
活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の
村
」

の
推
進
に
向
け
、事
業
計
画
に
沿
っ

た
実
施
が
な
さ
れ
、
適
切
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最
良
な
事

業
の
推
進
と
予
算
執
行
を
望
み
、

村
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

飛
島
バ
ス

防
犯
カ
メ
ラ

ふ
れ
あ
い
の
郷

温
水
プ
ー
ル

飛
島
聖
苑
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金
が
約
１
千
万
円
、
繰
越
金
が

約
１
６
０
０
万
円
。
合
わ
せ
て

約
２
６
０
０
万
円
の
保
険
料
が

余
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　

繰
越
分
に
つ
い
て
は
精
算
・

償
還
し
、
余
剰
に
つ
い
て
は
基

金
と
な
る
。

問　

保
険
料
を
１
人
当
た
り
約

１
万
円
値
下
げ
し
て
も
、
会
計

と
し
て
は
大
丈
夫
な
の
で
は
。

答　

介
護
給
付
等
の
見
込
み
額
を

算
定
し
、
幹
部
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
今
後
の
状
況
を
見
極
め
、

策
定
委
員
会
で
承
認
を
受
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

保
険
料
は
愛
知
県
下
で
２
番
目

に
高
い
。
高
い
保
険
料
の
た
め
、

基
金
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
く

と
い
う
状
況
な
の
で
、
基
金
積
立

金
を
使
っ
て
保
険
料
の
軽
減
の
た

め
に
値
下
げ
を
す
べ
き
だ
と
考
え

る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

中
山
恵
美
賀
議
員

　

今
後
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
要

介
護
状
態
に
な
る
方
を
増
加
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
介
護
予

■

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

質 

疑

問　

基
金
は
幾
ら
あ
る
の
か
。

答　

令
和
４
年
度
末
で
約
１
億
46

　

万
６
千
円
。

問　

保
険
税
よ
り
も
多
く
の
基
金

を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
基
金

を
使
用
し
て
値
下
げ
は
で
き
な

い
の
か
。

答　

令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で

約
１
億
６
千
万
円
の
基
金
が
あ

り
、
現
在
ま
で
で
保
険
税
の
不

足
に
よ
り
約
６
千
万
円
取
り
崩

し
た
。
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

今
後
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
が
、
保
険
税
の
見

直
し
も
検
討
し
て
い
る
。

問　

保
険
税
の
値
上
げ
は
。

答　

令
和
６
年
度
か
ら
、
資
産

割
を
な
く
し
て
標
準
税
率
へ
段

階
的
に
移
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。値
上
げ
も
含
め
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で

審
議
し
、検
討
を
考
え
て
い
る
。

問　

令
和
６
年
度
か
ら
値
上
げ

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

答　

可
能
性
は
あ
る
。

問　

保
険
税
の
収
入
未
済
の
原

因
は
。

答　

督
促
等
を
行
っ
た
が
、
払
っ

て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
分
で
あ

る
。

問　

収
入
未
済
額
は
不
能
欠
損
に

な
る
の
か
。

答　

次
年
度
に
滞
納
繰
越
分
と
し

て
処
理
を
行
い
、
払
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問　

療
養
給
付
費
が
不
足
し
た
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
。

答　

万
が
一
そ
の
よ
う
な
事
態
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
予
算
の

流
用
・
予
備
費
の
活
用
を
検
討

し
、
で
き
な
い
場
合
は
専
決
処

分
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

保
険
税
の
負
担
が
大
き
く
、
値

下
げ
を
し
て
ほ
し
い
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
も
で
き
な
い
状
況

で
、
今
後
負
担
が
増
大
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

豊　

議
員

　

高
齢
化
の
進
行
や
医
療
の
高
度

化
に
よ
り
医
療
費
は
増
加
傾
向
に

あ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
財

政
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

保
健
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
住
民

の
健
康
と
維
持
増
進
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
健
全
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
、
堅
実
な
国
保
財
政

を
望
み
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

土
地
取
得（

全
員
賛
成
で
認
定
）

介
護
保
険

質 

疑

問　

基
金
は
幾
ら
あ
る
の
か
。

答　

令
和
４
年
度
末
で
８
２
２
８

　

万
６
千
円
。

問　

令
和
４
年
度
は
、
基
金
積
立

防
事
業
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
の
方
が
必
要
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
適
切
な
運
営
を
図
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

後
期
高
齢
者
医
療

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

制
度
自
体
が
、
お
年
寄
り
を
医

療
か
ら
追
い
出
す
、
負
担
を
増
大

さ
せ
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
反
対
す

る
。賛

成 

…
…
… 

服
部　

高
志
議
員

　

高
齢
者
の
保
険
料
を
広
域
連
合

に
納
付
す
る
た
め
の
会
計
で
あ

り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
制
度
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進

み
被
保
険
者
数
の
増
加
や
医
療
の

高
度
化
に
よ
っ
て
増
え
続
け
る
高

齢
者
医
療
費
を
国
民
全
て
で
支
え

る
保
険
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

願
い
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）
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令
和
５
年
７
月
10
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
監
査
委
員
伊
藤
幹
男
氏
・

中
山
恵
美
賀
氏
に
よ
り
、
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
23
日
に
意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書
類
は
、
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
決
算
計
数
は
関
係
帳
簿
お
よ
び
証

拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

基
金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類
の
計
数

に
つ
い
て
も
、
特
に
問
題
と
す
る
事
項

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
真
に
必
要

な
分
野
に
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算

配
分
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
形
式
収
支
、
実
質

収
支
が
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
な

財
源
の
確
保
と
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
す
。
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
行
い
、
不
用
額

の
削
減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
な
自
然
災
害
も
心
配
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
本
村
の
自
然
・
地
理
的

条
件
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
土
地
資
源

を
有
効
活
用
し
、
関
係
機
関
や
地
域
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
長
期
的
・
広
域

的
な
視
野
に
立
ち
、
必
要
度
・
重
要
度

の
高
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
職
員
一
人
一

人
が
意
欲
を
高
め
、
第
５
次
総
合
計
画

の
基
本
計
画
に
掲
げ
る「
災
害
に
強
い
・

活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の
村　

と
び

し
ま
」
を
将
来
像
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

審
査
意
見
よ
り（
要
旨
）

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

意見書を村長に手渡しする監査委員 決算審査を行う監査委員

災
害
応
急
対
策
又
は
災
害

復
旧
の
た
め
派
遣
さ
れ
た

職
員
に
対
す
る
災
害
派
遣

手
当
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
お
よ
び
内
閣
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
議
会
議
員
の
請
負

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
、
議
会
議
員
に
係

る
請
負
に
関
す
る
規
制
の
明
確
化

お
よ
び
緩
和
が
な
さ
れ
、
政
令
で

定
め
る
一
定
金
額（
３
０
０
万
円
）

ま
で
は
、
村
と
の
請
負
が
規
制
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条
例
制
定
・
改
正

6令和５年１１月１日　とびしま議会だより




